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▼校章の由来▼ 

仙台萩の葉と仙台の「仙」の字で仙台のイメージを表し，コンパスと T 定規を図案化して  

VT（Vocational Training＝職業訓練）を３方に表すとともに，統合された３つの訓練施設  

（宮城県工業技術職業訓練所・木材工芸職業訓練所・仙台職業訓練所）と３つの校訓（責任・誠

実・安全）を表現している。 
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１ 概  要      

（１）総 説 

① 理念 

｢ものづくり」を支える活力ある人材を育成し，職業の安定と働く者の社会的地位の向上を図るととも

に，地域社会の発展に寄与する。 

 

② 設置目的 

本校は，職業能力開発促進法に基づく公共職業能力開発施設である。 昭和３９年（１９６４年）に設

置され，現在，県内に５校ある高等技術専門校の中核的総合職業訓練施設となっており，施設内訓練（在

職者訓練等は除く）の平成３０年度までの修了者総数は約１２，９００名である。 

高等学校等を卒業して，これから就職しようとする方や，転職して新しい職業に就こうとする方に対

し，希望する職業に必要な技能や知識及び職業人としての心構えを習得させ，自立した社会生活を送れ

るように支援することを目的としている。 

  また，在職者のために，仕事に必要な新たな知識・技能を習得していただくための訓練を実施する他，

平成２１年度から民間教育訓練施設等へ訓練を委託し，離職者の方に再就職に必要な知識・技能を習得

していただく離職者等再就職訓練も実施している。 

   

③ 運営方針 

◇ 普通課程においては即戦力となる人材に近づけるため，実技を中心とした実践的訓練を行う。 

◇ 産業界のニーズを取り入れたカリキュラムを編成し訓練に反映する。 

◇ 就職に必要な各種資格・免許の取得のための実践的な指導を行う。 

◇ 「無料職業紹介事業」による丁寧な職業相談・紹介を行う。 

◇ 離職者等再就職訓練の円滑な実施に努め離職者の雇用促進を図る。 

【平成３１年度の運営について】 

訓練の実施については，計画的・効果的に業務を執行し，本校の使命である地域に貢献できる技術者

の育成に努める。「宮城県震災復興計画（平成２３～３２年）」の発展期２年目である今年度も，平成   

２６年度に再開した短期課程左官科を実施し，震災復興に係る人材不足解消に向けて取り組みを継続す

るとともに，さらに，「富県宮城の実現」に寄与できる人材の育成に向けた取り組みを行う。 

就職については，経済・雇用の状況及び震災復興の進捗状況等を踏まえながら，関係機関等と密接な

連携を図るとともに，学生に対し高い就労意識を付与する指導を行い，学生全員の就職を目指す。 

◎重点項目 

  ◇ 入学生確保対策の強化 

  ◇ 就職対策の強化 

  ◇ 安全で効果的な訓練の実施     

◇ 円滑な委託訓練の実施 

【カリキュラム作成基本方針】 

◇ 職業能力開発促進法の訓練基準に則り作成するとともに，各種養成施設の指定を受けている訓練科

は各々の所轄省庁の基準を満たす内容とする。 

◇ 学生の訓練への興味と探究心を持続させるため，知識と技能の関連づけを明確にする指導を行い，

特に，実技においては「ものづくり」の楽しさや達成感を味わえるような訓練を展開する。 

◇ 効率的な訓練で経費削減に努めるとともに，科の枠を超えたカリキュラム策定や，設備・資材の共

同使用等により「ものづくり」を通じた訓練科間の横断型実習を実施する。 

◇ 社会で活躍している技能・技術者等と交流を図り，「ものづくり」の魅力を学生に伝える。 

◇ 企業が求める人材について積極的な情報収集を行い，即戦力となる人材の育成につなげるための訓

練カリキュラムの編成や指導方法を工夫する。 

◇ 各科実情に合わせながらインターンシップ制度を効果的に活用する。 

◇ 災害対応も含め，安全衛生を最優先にした訓練を確実に行う。 



入学者の年齢構成比は昨年と
同率で変化はなく，20歳以下の
割合が例年同様に大部分を占
めている。

平成21～平成22年度までは厳しい
雇用情勢により就職率が低下した
が，震災後は求人数の大幅増もあり
平成23年度以降は95％以上で推移
した。平成27年度に95％を下回った
ため，平成28年度からは学生の適
性を踏まえながら早い段階での就職
指導を行い，新たな求人開拓等と相
まって95％以上の就職率を維持し
ている。

普通課程（８科１４６名）の出身地
に占める広域仙台圏の割合は
過去5年間の平均で78％（最低
は平成26年度の71％，最高は平
成27年度の84％）であったが，
今年度は平均を下回る75％に留
まった。他地域では広域仙南が
前年より11ポイント増の18％と大
幅に増加したが，広域栗原，広
域気仙沼及び県外からの入学
者はなかった。

入学者総数は前年度より１名増
の１０７名であった。女性の入学
者数は前年度を５名上回る１１名
（率４ポイント増）で，電子制御シ
ステム科，自動車整備科，建築
製図科及び塗装施工科の４科に
入学があった。男 

９０% 

女 

１０% 

入学者男女比（平成３１年度普通課程） 

18～20歳 

９２% 

21～25歳 

４% 

26歳以上 

４% 

入学者年齢構成比（平成３１年度普通課程） 

広域仙台 

75% 

広域仙南 

18% 

広域大崎 

4% 

広域栗原 

0% 

県外 

0% 

広域気仙沼 

0% 

広域登米 

1% 

広域石巻 

2% 

出身地別 （平成3１年度普通課程） 

96.3% 

97.8% 

95.2% 

93.1% 

99.0% 

96.1% 
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平成30年度 

平成29年度 

平成28年度 

平成27年度 

平成26年度 

平成25年度 

就職率（普通課程）の推移 
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（２）　 組　織
     

校　長 副校長

（普通課程 2年訓練）

（普通課程 １年訓練）

仙台人材開発センター  (P.15～参照)

（３）　 職　員

　　　　　　　　区分

職名

校

 
　
　
長

副

 
校

 
長

次
 

長

（
総
括
担
当

）

総

務

班

教

務

班

訓

練

第

一

班

訓

練

第

二

班

計

（1） （1） （2）

1 1 1 4 1 8

(1) （1）

3 10 8 21

(1) （1）

12 12

（1） （1） (2) (4)

1 1 1 4 16 10 8 41

　* （　　）は内数とし，仙台人材開発センター兼務職員を示す。

合　　　計
他に非常勤講師30人・
パート職員2人

職 員 （ 事 務 ）

電子制御システム科

電 気 科

設 備 工 事 科

建 築 製 図 科

塗 装 施 工 科

広 告 看 板 科

離職者等再就職訓

職 員 （ 技 術 ）

平成3１年4月1日現在

備　　考

自 動 車 整 備 科

庶 務 ・ 出 納 ・ 庁 舎 管 理

学 生 募 集 ・ 証 明 書 交 付 ・ 行 事

非 常 勤 職 員
職業訓練推進員・委託訓練
ディレクター・コーディネー
ター　他

      訓練第一班

      訓練第二班

機 械 エ ン ジ ニ ア 科

造 園 科

左 官 科

在 職 者 訓 練

教  務  班 

短期課程 

総  務  班 

次     長 
（総括担当） 
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２  平成31年度訓練実施計画

（１）普通課程

　　①　訓練定員及び学生数等

男 女 中 卒 高 卒
短大卒
以 上

18 歳
未 満

18～20
歳

21～25
歳

26 歳
以 上

機械エンジニア科　1年 15 11 ※ 11 10 1 1 10 10 1

機械エンジニア科　2年 15 13 9 9 9 9

電子制御システム科　１年 20 20 10 8 2 9 1 9 1

電子制御システム科　２年 20 26 13 13 13 13

自動車整備科　１年 20 31 18 17 1 18 17 1

自動車整備科　２年 20 48 16 16 16 14 1 1

電 気 科 20 26 19 19 1 16 2 15 1 3

設備工事科 20 21 21 21 21 21

建築製図科 20 18 15 11 4 1 14 14 1

塗装施工科 20 7 8 7 1 1 7 8

広告看板科 10 8 6 3 3 6 6

合 計 200 229 146 134 12 4 139 3 0 136 5 5

※平成30年入学の復学者を含む

学 歴 別 年　齢　別

平成31年4月10日現在（単位：人）

学生数
訓 練 科

訓 練
定 員

応 募
者 数

性 別

4



（２）　短期課程　

区
分

訓 練 の 種 類 訓 練 科 回数
定員

（延べ） 訓練期間等 備考

離職・転職者 訓練 造 園 科 1 10 6か月

新卒・離職・転職者訓練 左 官 科 1 10 6か月

小 計 2 20

造 園 科 1 15 12時間

自 動 車 電 装 基 礎科 1 20 12時間

C A D 入 門 科 1 10 12時間

塗 装 技 術 科 1 10 12時間

小 計 4 55

時短コース
（育児等との両立に配
慮した再就職支援コー

ス）

Ｉ Ｔ 基 礎 科 2 40 3か月 7,11月に開始予定

デュアルシステム訓練
介護職員初任者研修
実 践 科

3 60 4か月 7,10,11月に開始予定

介 護 福 祉 士 養 成科 1 15 2年 4月開始（2年課程の1年生）

介 護 福 祉 士 養 成科 1 20 2年 4月開始（2年課程の2年生）

保 育 士 養 成 科 1 15 2年 4月開始（2年課程の1年生）

医 療 事 務 科 3 60 3か月 6,9,12月に開始予定

Ｉ Ｔ 基 礎 科 14 322 3か月
5,6,７,8,9,10,11,12月，翌
年1,2,3月に開始予定

Ｉ Ｔ 応 用 科 3 60 3か月 5,8月,翌年2月に開始予定

経 理 事 務 科 4 92 6か月
6,9,12月，翌年1月に開始予
定

未 定 2 40 3か月 12月,翌年1月に開始予定

小 計 34 724

40 799計

普
通
訓
練

技
能
向
上
訓
練

在職者訓練

離
職
者
等
再
就
職
訓
練

長期高度人材育成コース

知識等習得コース
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②　出身校別学生数

               科　名
学校名

第二工業高校 1 1 2

宮城第一高校 1 1

宮城広瀬高校 1 1

泉松陵高校 1 1 2

貞山高校 1 1 1 2 5

塩釜高校 1 1 1 1 2 (1) 1 7 (1)

多賀城高校 1 1

松島高校 1 1 1 1 3 (1) 2 9 (1)

利府高校 1 1

黒川高校 1 1 1 1 4

県農業高校 1 3 2 6

名取高校 1 1

名取高校（定時制課程） 1 1

柴田農林高校 1 1 1 1 4

白石工業高校 2 1 3

村田高校 1 1

亘理高校 1 1 1 2 5

伊具高校 1 1 2

蔵王高校 1 1

角田支援学校 1 1

古川工業高校 1 1 1 3

涌谷高校 1 1

松山高校 1 1 2

小牛田農林高校 1 1

鹿島台商業高校 2 2 1 5

南郷高校 1 (1) 1 (1)

登米総合産業高校 2 2

石巻工業高校 1 1

石巻北高校 1 1

東陵高校 1 1

美田園高校 1 2 3

仙台商業高校 1 1

仙台工業高校 1 1

仙台大志高校 1 1

仙台育英学園高校 2 1 2 (1) 2 (1) 4 1 1 2 15 (2)

明成高校 1 1 2

平成31年4月10日現在（単位：人）

広告
看板

計
機械
１年

機械
２年

電子
１年

電子
２年

自動車
１年

塗装
施工

自動車
２年

電気 設備
建築
製図
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②　出身校別学生数

               科　名
学校名

平成31年4月10日現在（単位：人）

広告
看板

計
機械
１年

機械
２年

電子
１年

電子
２年

自動車
１年

塗装
施工

自動車
２年

電気 設備
建築
製図

東北高校 1 1 1 1 1 2 7

尚絅学院高校 1 (1) 1 (1)

仙台城南高校 1 1 6 8

東北生活文化大学高校 3 1 1 1 1 3 (1) 1 11 (1)

聖和学園高校 1 1 1 1 1 5

屋久島おおぞら高校 1 1 2

第一学院高校 1 1

星槎国際高校 1 1

飛鳥未来高校 1 1 2

鹿島学園高校 1 1

その他(高卒認定) 1 (1) 1 (1) 1 (1) 3 (3)

福島県立小高工業高校 1 (1) 1 (1)

truckee meadows
 community college

1 (1) 1 (1)

東北学院大学 1 (1) 1 (1)

宮城教育大学 1 (1) 1 (1)

その他（中卒） 1 (1)

計 11 (1) 9 (0) 10 (1) 13 (0) 18 (1) 16 (2) 19 (7) 21 (1) 15 (1) 8 (1) 6 (0) 146 (15)

※（　）は既卒で内数

 高等学校等
（高卒認定含む）

 短大以上

計

計

校　数 学生数

（単位：人）

48 143

学 校 別
県　　内

校　数 学生数

県　　外

校　数 学生数

47 142 1 1

2 2 1 1 3 3

49 144 2 2 51 146
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③　カリキュラム

概
　
　
要

概
　
　
要

　※○印は修了によって取得できる資格（特典）及び受験資格

　※◇印は在学中に講習受講で取得できる資格

　※●印は在学中に試験等で取得できる資格

　汎用工作機械の操作，精密測定機器の使用方法及び手仕上作業等を通して機械部品の加工・
組立作業ができるとともに，ＮＣ工作機械のプログラミングと加工ができる知識と技能を修得する。

・ 各種計測器による測定
・ 手仕上
・ 機械加工
   （旋盤，フライス盤，研削盤，マシニングセン
       タ，ＮＣ旋盤，ターニングセンタ）

・放電加工
   （形彫放電加工，ワイヤ放電加工）

・ アーク溶接,ガス切断等
・ 各種機械調整
・ ＣＡＤ/CAM等

　電子制御に必要な関連学科を習得し，分解・組立・調整及びプログラミング等ができるとともに，
マイクロコンピュータを用いて各種制御ができる知識と技能を修得する。

・測定基本実習
・工作基本実習
・コンピュータ操作基本実習
・回路図作成基本実習
・回路組立基本実習
・安全衛生作業法
・開発用機器操作実習
・プログラム作成実習
・コンピュータ制御システム設計実習
・ネットワーク基本実習

　2年課程　　　　定員　２０人

実　　　技

機械エンジニア科 2年課程　　　　定員　15人

実　　　技 学　　　科 資　格　・　免　許

・ 機械工学概論
・ 電気工学概論
・ 生産工学概論
・ 機械工作法
・ 材料
・ 材料力学
・ 製図
・ 測定法
・ ＮＣ加工概論
・ 金型工作法
・ 精密加工法
・ 機械加工法
・ 安全衛生
・ 機械保全法

○2級技能検定試験受検資格（職種
  ：機械加工，機械検査）技能照査合
   格者は学科試験が免除される。
◇機械・自由研削といしの取扱いに
   係る特別教育修了証
◇アーク溶接の取扱いに係る特別教
   育修了証
●3級技能検定試験（職種：機械加工，
   機械検査）合格者は在学中に2級が
   受検可能
●ガス溶接技能講習修了証

資　格　・　免　許

電子制御システム科

学　　　科

・生産工学概論
・電気理論
・電子工学
・材料
・製図
・測定法
・安全衛生
・関係法規
・コンピュータ概論
・自動制御概論
・システム設計概論
・プログラム論
・ネットワーク概論

○2級技能検定試験受験資格（職種：
  電子機器組立て・シーケンス制御）
　技能照査合格者は学科試験が免除
　される。
●3級技能検定試験（職種：電子機器
  組立て・シーケンス制御）合格者は
  在学中に2級が受検可能
●基本情報技術者
●工事担任者（所定の試験合格者は
   資格試験の一部「基礎」科目が免除さ
   れる。）
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概
　
　
要

概
　
　
要

　※○印は修了によって取得できる資格（特典）及び受験資格

　※◇印は在学中に講習受講で取得できる資格

　※●印は在学中に試験等で取得できる資格

自動車整備科 　2年課程　　　　定員　２０人

実　　　技 学　　　科

　
　自動車整備に必要な機械及び器具の取扱いから自動車の構造・作動及び定期点検並びに故
障探究の基礎までを学び，2級自動車整備士の試験に合格できる知識と技能を修得する。

・ 手仕上工作
・ 各種計測器による測定
・ 自動車用機械工作
・ ガス溶接
・ アーク溶接
・ 自動車整備作業
　（エンジン，シャシ，電気装置）
・自動車検査作業
・故障原因探求

電気科 　１年課程　　　　定員　２０人

○二級自動車整備士試験受験資格
   及び実技試験免除
　 （ガソリン・ジーゼル）
◇自由研削といしの取扱いに係る
　 特別教育修了証
◇アーク溶接の取扱いに係る特別
   教育修了証
●ガス溶接技能講習修了証

・自動車構造・性能・整備法
   （ガソリン・エンジン，ジー
     ゼル・エンジン，シャシ，
     電気装置）
・ 電気・電子理論
・ 材料
・ 力学・数学
・ 図面
・ 関係法規
・ 検査法
・ 機器構造・取扱
・ 燃料・潤滑剤
・ 安全衛生
・ 生産工学

・ 電灯の屋内配線工事
・ 動力の屋内配線工事
・ 架空配電線工事
・ 検査
・ 測定試験
・ 電気機器制御
・ 自動制御回路
・ ガス溶接
・ アーク溶接
・ コンピュータ基本操作

・ 電気理論
・ 電気工事
・ 自動制御概論
・ 電気機器
・ 電気材料
・ 電力工学
・ 電気応用
・ 送配電及び配線設計
・ 測定法及び試験法
・ 設計図・施工図
・ 製図
・ 安全衛生
・ 材料及び器工具
・ 関係法規
・ 生産工学

○第2種電気工事士（修了時申請により免
　 状が取得できる。）
○2級技能検定試験受検資格（職種：電気
    機器組立て）技能照査合格者は学科試
　　験が免除される。
◇自由研削といしの取扱いに係る特別教
　 育修了証
◇アーク溶接の取扱いに係る特別教育修
   了証
◇足場の組立て等特別教育修了証
●ガス溶接技能講習修了証
●玉掛け技能講習修了証
●小型移動式クレーン運転技能講習
   修了証
●高所作業車運転技能講習修了証
●第1種電気工事士（合格証取得）
●消防設備士（第2種電気工事士取得者
   は電気関係試験が免除される。）
●工事担任者

　
　電気工事士に必要な電気の基礎知識及び住宅，ビル工場等の電気工事の施工，保守管理が
できる知識と技能及び，電気通信設備施工及び消防設備施工・整備に関する知識・技能を修得
する。

資　格　・　免　許

実　　　技 学　　　科 資　格　・　免　許
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概
　
　
要

概
　
要

　※○印は修了によって取得できる資格（特典）及び受験資格

　※◇印は在学中に講習受講で取得できる資格

　※●印は在学中に試験等で取得できる資格

設備工事科 １年課程　　　　定員　２０人

　一般住宅及び中高層建築物の配管図の読図ができるとともに，給排水・ガス設備・暖冷房設
備等の施工ができ，修了時には各種資格が取得できる程度の知識と技能を修得する。

実　　　技 学　　　科 資　格　・　免　許

・ 器工具使用法
・ 各種管の接合・加工
・ 給排水・衛生設備配管
・ 冷暖房設備配管
・ 検査実習
・ ガス溶接
・ アーク溶接
・ ろう付け
・ CAD操作実習
・ 液化石油ガス設備士実技講習
・ 安全衛生作業

・ 配管概論
・ 配管施工法
・ 建築設備機器概論
・ 建築製図
・ 機械及び電気工学概論
・ 溶接法
・ 消防設備概論
・ 空調設備
・ ボイラー概論
・ 液化石油ガス設備士講習
・ 生産工学概論
・ 建築構造
・ 設備製図
・ 仕様・積算
・ 給排水設備
・ 安全衛生
・ 環境工学
・ 危険物概論

○2級技能検定試験受検資格（職種：配
   管・冷凍空気調和機器施工）技能照
   査合格者は学科試験が免除される。
◇自由研削といしの取扱いに係る特別
   教育修了証
◇アーク溶接の取扱いに係る特別教育
   修了証
◇小型車両系建設機械運転特別教育
   修了証
◇足場の組立て等特別教育修了証
●液化石油ガス設備士（講習修了試験
   に合格し，申請した場合）
●ガス溶接技能講習修了証
●第1類消防設備士
●2級ボイラー技士
●乙種第４類危険物取扱者
●高所作業車運転技能講習修了証
●玉掛け技能講習修了証
●小型移動式クレーン運転技能講習
   修了証

建築製図科 １年課程　　　　定員　２０人

　建築物の設計図，手書きとＣＡＤで作成できる関連知識と技能を修得する。

実　　　技 学　　　科 資　格　・　免　許

・木造，鉄骨造，鉄筋コンクリート造
の各種設計図面・施工図面作成
・測量
・建築積算実習

・建築概論
・建築計画
・建築構造及び材料
・建築設備
・構造力学
・測量
・関係法規
・建築生産
・建築施工
・安全衛生

○２級建築士試験受験資格の実務
   経験年数7年が3年に短縮される。
◇小型車両系建設機械運転（３t未
   満）特別教育修了証
◇足場の組立て等特別教育
　修了証
●建築ＣＡＤ検定試験（3級・2級）
●玉掛け技能講習修了証
●小型移動式クレーン運転技能講
　 習修了証
●建築積算士補
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概
　
　
要

概
　
　
要

　※○印は修了によって取得できる資格（特典）及び受験資格

　※◇印は在学中に講習受講で取得できる資格

　※●印は在学中に試験等で取得できる資格

塗装施工科 　１年課程　　　　定員　２０人

　
　各種塗装素材（建築物，金属製品，木工製品など）に応じた塗装用器工具や塗装用機械を使
用した下地処理から上塗りまでの一貫作業ができるとともに，調色調合及び色彩調節等が行え
る程度の技能及び関連知識を修得する。

実　　　技 学　　　科 資　格　・　免　許

・ 塗装用機器操作実習
・ 調色実習
・ 建築物塗装・足場実習
・ 塗料・塗膜検査実習
・ 金属及び木工製品塗装実習
・ 安全衛生作業法

・ 生産工学概論
・ デザイン概論
・ 塗料概論
・ 塗装法
・ 塗装設備及び機器
・ 関係法規
・ 試験法
・ 仕様及び積算
・ 建築構造
・ 安全衛生

○2級技能検定試験受検資格（職
  種：全塗装職種）技能照査合格者
  は学科試験が免除される。
◇自由研削といしの取扱いに係る
   特別教育修了証
◇足場の組立て等特別教育修了証
●乙種４類危険物取扱者
●有機溶剤作業主任者
●酸素欠乏・硫化水素危険作業
　主任者
●高所作業車運転技能講習修了証

・ 広告物製作実習
・ 色彩構成基本実習
・ 工作実習
・ 安全衛生作業法
・ 器工具使用法
・ 設計実習
・ 広告物施工実習
・ デザイン基本実習

・ マーケティング論
・ デザイン
・ 色彩
・ 造形
・ 施工法
・ 広告概論
・ 生産工学概論
・ 安全衛生
・ 製図
・ 関係法規（屋外広告物
  法等）
・ 材料及び加工法
・ 広告物管理

○2級技能検定試験受検資格（職
　種：広告美術仕上げ）技能照査合
　格者は学科試験が免除される。
○屋外広告物に係る業務主任者
◇自由研削といしの取扱いに係る
　特別教育修了証
◇小型車両系建設機械運転特別
　教育修了証
◇足場の組立て等特別教育
　修了証
●高所作業車運転技能講習
　修了証
●玉掛け技能講習修了証
●小型移動式クレーン運転技能講
　 習修了証
●フォークリフト運転技能講習修了
　 証

広告看板科 　１年課程　　　　定員　１０人

　看板製作・施工に必要な器工具，機器の取扱い及び各看板資材について理解し，製作工程
の各基本作業ができる程度の技能と関連知識を習得する。

実　　　技 学　　　科 資　格　・　免　許
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３  平成30年度訓練実績
（１）　普通課程

県内 県外

(1) (1) (1)

10 10 1 9

(1) (1) (1) (1)

8 8 0 8 8 8 8 100.0

(1) (1)

18 18 5 13

(1) (1) (1) (1)

15 15 3 12 12 12 5 7 100.0

(1) (1)

19 ※20 4 16

(1) (1) (1) (1) (1) (1)

21 21 2 19 19 18 15 3 1 94.7

15 15 4 11 11 10 10 1 100.0

18 18 3 15 15 14 13 1 1 93.3

(4) (4) (3) (3) (3) (1)

12 12 5 7 7 6 6 1 85.7

9 9 0 9 9 8 7 1 1 100.0

(1) (1) (1)

4 4 2 2 2 1 1 1 100.0

(7) (11) (2) (5) (5) (5) (5) (1) (1) (2)

149 130 29 83 83 77 64 13 1 2 3 97.6 38

*　訓練科名欄（　）は，職業能力開発促進法施行規則別表第２の訓練科名，訓練人数欄（　)は女子で内数である。

*  ２年欄の入学者数は進級者数である。

*  中退者数には休学者数を含む。

*　就職率＝(就職者数＋就職中退者数＋自営)／(修了者数＋就職中退者数－進学他)

広 告 看 板 科
( デ ザ イ ン 系 広 告 美 術 科 )

10

合 計 200

20

設 備 工 事 科
( 設 備 施 工 系 配 管 科 )

20

建 築 製 図 科
（ 建 築 施 工 系 建 築 設 計 科 )

20

塗 装 施 工 科
( 塗 装 系 建 築 塗 装 科 )

20

２
年

15

電 子 制 御 シ ス テ ム 科
(電気･電子系コンピュータ制御科)

１
年

20

２
年

20

電 気 科
( 電 力 系 電 気 工 事 科 )

自 動 車 整 備 科
（第２種自動車系自動車整備科)

中退
者数

就職率
（％）

進級
者数

普
通
課
程

機 械 エ ン ジ ニ ア 科
（ 機 械 系 精 密 加 工 科 )

１
年

15

20

２
年

20

修了者数
+

就職中退

就職
者数

区 分

自営
進学
他

修了
者数

１
年

未定

　　　　　　※自動車整備科1年生の入学者には復学者1名を含む

   平成31年3月末日現在　（単位：人）

区
分

訓 練 科 名
訓練
定員

合格
者数

入学
者数
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（２）　短期課程

区
分

訓 練 の 種 類 訓 練 科
訓 練
定 員

入学
者数

中退
者数

修了
者数

就職
者数

備 考

中 高 齢 者 造 園 科 10 9 0 9 9 ６か月訓練

新卒・離職・転職 左 官 科 10 4 2 2 1 ６か月訓練

小 計 20 13 2 11 10

自動車整備士基礎科 10 5 0 5 - 28時間訓練　年１回

自 動 車 電 装 基 礎 科 10 9 0 9 - 12時間訓練　年１回

CAD 入 門 科 10 10 1 9 - 12時間訓練　年１回

造 園 科 10 8 0 8 - 12時間訓練　年１回

小 計 40 32 1 31 -

母子家庭の母等の職
業的自立促進コース

Ｉ Ｔ 基 礎 科 20 - - - - 訓練中止

育児等との両立に配
慮した再就職支援
コース

Ｉ Ｔ 基 礎 科 60 37 1 36 8 6月実施分就職者数

デュアルシステム訓練
介護職員初任者研修
実 践 科

80 52 6 46 31 5,7,8月実施分就職者数

介 護 福 祉 士 養 成 科 20 5 1 4 - 2年課程の1年生

介 護 福 祉 士 養 成 科 20 11 1 10 - 2年課程の2年生

保育士養成科 20 20 1 19 - 2年課程の2年生

医 療 事 務 科 80 73 7 66 15 5月実施分就職者数

Ｉ Ｔ 基 礎 科 276 256 11 245 66 4,5,6,7月実施分就職者数

Web マ ス タ ー 科 80 67 3 64 29 7,9月実施分就職者数

経 理 事 務 科 89 85 6 79 16
6月実施分就職者数

そ の 他 80 - - - - 訓練中止

小 計 825 606 37 569 165

885 651 40 611 175

*　就職者数には就職のため退校した者および自営を含む。
*　離職者等再就職訓練の就職者数は，訓練修了後3ヶ月経過したコースの人数を記載

資格取得コース

知識等習得コース

計

*　IT基礎科，IT応用科，介護職員実務者研修科，医療事務科,経理事務科，介護福祉士養成科，保育士養成科の３月末
 　で未修了コースが含まれている訓練科の修了者数は，３月末現在の在籍者を計上したものを掲載している。

平成31年3月末日現在　(単位：人）

普
通
訓
練

技
能
向
上
訓
練

在職者訓練

離
職
者
等
再
就
職
訓
練
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区
分

訓練科名 求人数

管内 15 29 7

管外 3 5 1

県外 4 8 0

管内 21 36 3

管外 3 4 2

県外 23 30 7

管内 35 145 14 (1)

管外 10 34 1

県外 59 75 3

管内 50 75 8

管外 14 24 2

県外 21 33 0

管内 41 63 12

管外 3 4 1

県外 11 13 1

管内 25 37 4 (3)

管外 3 4 2

県外 13 22 0

管内 9 11 6

管外 3 3 1

県外 4 6 1

管内 3 3 0

管外 0 0 0

県外 7 9 1

管内 199 399 54 (4)

管外 39 78 10

県外 142 196 13

管内 2 3 6 (2)

管外 0 0 3

県外 0 0 0

管内 5 6 0

管外 0 0 0

県外 4 8 0

管内 7 9 6 (2)

管外 0 0 3

県外 4 8 0

管内 206 408 60 (6)

管外 39 78 13 (0)

県外 146 204 13 (0)

* ( )は女子で内数である。
* 管内は，仙台公共職業安定所管内(大和出張所を含む。)
* 無料職業紹介事業は，H2.4.1から開始。
* 求職者数＝修了者－自営－進学

塗 装 施 工 科

(4)

自 動 車 整 備 科

設 備 工 事 科

建 築 製 図 科

広 告 看 板 科

7

3

1

(5)

造　　　園　　　科

8083 (5)

(2)

修了者数

8

12

19 (1)

(3) 1

短
　
期
　
課
　
程

普
　
通
　
課
　
程

9

小    計 10

小    計

94 (8)

（3） 無料職業紹介業務(普通課程及び施設内訓練の短期課程）

(1)11

合    計 90 (8) (1)2 3 (2)

1

4(1)

2

(3)

1

9

1

17

(1)1 2

8

11

15 115

(4) (1)

(1)

1

19

未定

電 気 科

1

機 械 エ ン ジ ニ ア 科 8

10

電 子制 御シ ステ ム科 12

    平成31年3月末日現在　（単位：人）

求職者数 求人件数 就職者数 自営

左　　　官　　　科 2 (1) 1 (1)

9 (2)

1 1 (1)

 

進学他
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Ⅱ 宮城県仙台人材開発センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



概　要

　職業訓練に関する地域の中枢機関として，昭和50年4月1日に宮城県立仙台高等技術専

門校内に併設された。

　教育機関，職業安定機関，産業界その他職業訓練関係者との密接な連携を保ち，地域

の需要に即した技能労働者の育成と技術向上の総合サービスを行うことにより，職業訓

練及び技能検定の振興に寄与することとしている。

【業務内容】

　(1)　 技能労働者に対する技能の維持向上のための訓練・研修等の実施

　(2)　 事業主の行う教育訓練に対する施設設備の貸与及び技術援助

　(3)　 技能検定及び技能競技会等への施設設備の貸与

　(4) 　職業訓練及び技能検定に関する情報提供及び相談

　(5)   その他職業訓練及び技能検定に関し必要な業務

使用許
可件数

利　用
日　数

延 べ
人 数

使用許
可件数

利　用
日　数

延 べ
人 数

使用許
可件数

利　用
日　数

延 べ
人 数

使用許
可件数

利　用
日　数

延 べ
人 数

1 1 8 0 0 0 1 2 70 2 3 78

1 1 8 1 2 43 1 1 6 3 4 57

1 1 8 6 13 296 5 7 69 12 21 373

1 1 8 12 29 494 8 9 184 21 39 686

1 1 9 10 35 619 9 16 528 20 52 1156

1 1 11 4 10 129 1 2 39 6 13 179

1 1 8 0 0 0 6 9 271 7 10 279

3 3 42 2 8 147 0 0 0 5 11 189

1 1 11 4 10 138 2 4 39 7 15 188

1 1 9 10 20 355 3 5 121 14 26 485

1 1 7 5 11 167 0 0 0 6 12 174

2 4 44 0 0 0 0 0 0 2 4 44

15 17 173 54 138 2,388 36 55 1,327 105 210 3,888
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5

6

7

(１) 　総　説

技能検定関係

　訓　　　　　練
（技能追加習得・講

習）

(3)  利用実績

(２)　組　織

所　長

1

2

3

計

平成31年3月末日現在

8

合　　　計区
分

4

月
別

（校　長）
次　長

（総括担当）
 職業訓練推進員副主任指導員

12

施設・設備の提供援助

一般（団体事業所）

9

10

 15
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(4)  施  設 

 

① 敷地面積       1,567㎡ 

② 建物 

  イ 本館 

イ）建物構造及び床面積 

 鉄骨造平屋一部２階建   919㎡ 

  内 訳   １ 階   713㎡ 

        ２ 階   206㎡ 

ロ）内部施設 

  事 務 室     73㎡ 

研 修 室 Ａ     73㎡ （ 36人用） 

  実習室Ａ    343㎡ 

  実習室Ｂ    121㎡ （機械室） 

工 具 室     16㎡ 

倉 庫     16㎡ 

 研 修 室 Ｂ (使用不可)  181㎡ （120人用） 

ロ 仮設棟 

イ）建物構造及び床面積 

   プレハブ造平屋   118㎡ 

ロ）内部施設 

  研 修 室    118㎡  

 

【本館の配置図】 

 

 

 

 

  

 

 

 

【仮設棟の見取図】（118㎡） 

     

研　　　修　　　室

 

 
研修室 事務室 

  

 
研   修   室  Ｂ 

  

１    階 ２   階 

  Ａ 

 

    

倉 
  
庫 

工 
具 
室 

実    習    室   Ａ 
実 習 室  Ｂ 
（ 機 械 室 ） 

（使用中止中） 



 

 

 

 

 

 

Ⅲ 参 考 資 料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



仙台高等技術専門校の沿革

昭和39年７月１日 旧宮城県工業技術職業訓練所，旧木材工芸職業訓練所，旧仙台職業訓

練所を統合し，宮城県仙台職業訓練所として，仙台市田子字寺１番地に

新設（機械科，溶接科，自動車整備科，電工科，電気機器科，配管科，

製材機械科，配筋科，建築科，塗装科，洋裁科，洋服科，事務科，活版

印刷科，理容科の計15科）

定時制（溶接科，自動車整備科）実習場倉庫等完成

昭和40年３月31日 洋裁科，洋服科，事務科廃止

　同　年４月１日 ミシン縫製科，自動車運転科（転訓）増設

昭和41年３月31日 理容科，定時制溶接科，定時制自動車整備科廃止

自動車運転科（転訓）廃止

昭和42年４月１日 電工科を第一電気科，電気機器科を第二電気科，配筋科を鉄筋建築科，

活版印刷科を印刷科に改称

　同　年10月２日 寄宿舎第一期工事完成

昭和43年３月25日 寄宿舎完成

　同　年７月６日 本館第一期工事完成

昭和44年３月31日 本館完成

　同　年10月１日 職業訓練法の改正に伴い宮城県立仙台専修職業訓練校と改称し，第一

電気科を電気工事科，第二電気科を電気機器科，鉄筋建築科を鉄筋科，

製材機械科を製材機械整備科，ミシン縫製科は縫製科，印刷科を製版印

刷科に改称

昭和45年４月１日 左官科を新設

昭和46年４月１日 電気機器科を廃止し，電子機器科を新設

昭和47年１月25日 体育館完成

昭和47年４月１日 製材機械整備科を廃止し，建築製図科を新設

昭和49年４月１日 宮城県立仙台高等技術専門学校と改称し，新たに高等課程（高卒コース）

を設け，建築製図科に加えて電子測定科，測量技術科，写真印刷科，広

告美術科を新設，電子機器科を廃止，製版印刷科を印刷科に改称

昭和50年３月31日 鉄筋科を廃止

　同　年４月１日 商業デザイン科を宮城県立塩釜高等技術専門校から移設

縫製科を洋裁科と改称

仙台人材開発センター設置

昭和52年４月１日 電気設備科を電気工事科，電子測定科を電子機器科，測量技術科を測量

科，印刷科を製版印刷一科，写真印刷科を製版印刷二科，商業デザイン

科をデザイン科に改称

昭和53年４月１日 宮城県立仙台高等技術専門校と改称

自動車整備科を自動車整備一科とし，自動車整備二科を新設

昭和54年４月１日 電気工事科，自動車整備科を専修訓練課程から普通課程へ移行

昭和56年３月31日 測量科を廃止

昭和57年４月１日 インテリア・サービス科を宮城県立石巻高等技術専門校から移設

昭和59年４月１日 配管科を専修訓練課程から普通課程へ移行

昭和60年４月１日 配管科を設備工事科（配管科）に改称

昭和61年３月31日 製版印刷一科（能開一般），機械科，塗装科（随時）を廃止

　同　年４月１日 機械科を専修訓練課程から普通課程へ移行
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昭和62年３月31日 溶接科（随時）を廃止

　同　年４月１日 電子機器科を電子制御システム科（マイクロコンピュータ制御システム科）

に改称

平成２年３月31日 溶接科，製版印刷科，デザイン科を廃止

実習棟建替決定

　同　年４月１日 塗装科を専修訓練課程から普通課程（一類）へ移行

自動車整備科を２年制に移行

無料職業紹介業務開始

平成３年４月１日 電子制御システム科を２年制に移行

電気工事科を電気科に改称

平成４年３月31日 建築科，配管科（能開）廃止

　同　年４月１日 機械科をNC機械科に改称

　同　年７月31日 仮設実習棟新築

　同　年11月20日 仮設実習棟増築

　同　年12月20日 実習棟改築工事（第一期工事）着工

平成５年11月30日 新実習棟（４号館）完成

平成６年２月18日 第二期工事（３号館）着工

　同　年11月30日 新実習棟（３号館）完成

平成７年２月８日 第三期工事（２号館）着工

　同　年11月30日 新実習棟（２号館）完成

平成８年２月25日 第四期工事（１号館）着工

　同　年４月１日 洋裁科を専修訓練課程から普通課程へ移行

左官科を専修訓練課程から短期課程へ移行

　同　年11月30日 第四期工事（１号館）完成

平成10年３月31日 外構工事完成

　同　年４月１日 NC機械科を精密機械加工科，洋裁科をファッションビジネス科に改称

平成14年４月１日 左官科をエクステリア科に改称

仙台高等技術専門校幸町校舎（旧婦人就業援助センター）開設

平成17年３月31日 仙台高等技術専門校幸町校舎廃止

寄宿舎廃止

　同　年４月１日 建築塗装科（短期課程）を新設

平成18年３月31日 塗装科を廃止

　同　年４月１日 塗装施工科（普通課程）を新設

広告美術科を広告看板科に改称

平成20年４月１日 精密機械加工科を機械エンジニア科，エクステリア科を左官科に改称

機械エンジニア科を2年制に移行

平成23年３月31日 建築塗装科（短期課程）を廃止

平成25年３月31日 インテリア・サービス科を廃止

ファッションビジネス科を廃止

左官科（短期課程）を廃止

平成26年４月１日 左官科（短期課程）を再開
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 旧職業訓練所の沿革

（旧）工業技術職業訓練所

昭和16年12月１日 仙台国民職業指導所機械工補導所として仙台市荒町86番地に設立（旋

盤科，仕上科）

昭和18年４月１日 仙台機械工補導所に改称

昭和19年４月１日 宮城県機械工補導所に改称

昭和20年４月１日 宮城県復員職業補導所に改称（鍛造科）

昭和21年１月25日 宮城県仙台職業補導所に改称

　同　年11月１日 宮城県機械工職業補導所に改称

昭和22年４月１日 旋盤科増設

昭和23年４月１日 宮城県機械工公共職業補導所に改称

昭和24年４月１日

統合，宮城県工業技術公共職業補導所に改称（機械工作科，溶接鍛造科，電力科，

電気機器科，自動車修理科）

　同　年７月１日 仙台市北六番丁175番地に新設移転

昭和27年４月１日 定時制経理事務科増設

昭和28年３月31日 定時制経理事務科廃止

　同　年４月１日 ３科名改称，機械科，電工科，自動車整備科

昭和30年10月１日 定時制溶接科増設

昭和32年８月１日 定時制小型自動車整備科増設

　同　年10月15日 定時制配管科増設

昭和33年３月31日 溶接鍛造科廃止（宮城総訓に移管）

　同　年７月１日 宮城県工業技術職業訓練所に改称

　同　年９月30日 自動車整備科廃止（宮城総訓に移管）

昭和34年11月30日 電工科，電気機器科廃止（宮城総訓に移管）

昭和36年３月31日 機械科廃止（宮城総訓に移管）

　同　年４月１日 配管科，電工科増設

昭和37年３月31日 定時制配管科廃止

　同　年４月１日 定時制小型自動車整備科を定時制自動車整備科に変更

　同　年10月１日 自動車整備科増設（転職訓練）

昭和38年10月１日 配管科増設（転職訓練）

昭和39年６月30日 宮城県工業技術職業訓練所廃止

機械工公共職業補導所，電気技工公共職業補導所，塩釜内燃機公共職業補導所を
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（旧）木材工芸職業訓練所

昭和21年３月１日 宮城県建築技能者短期養成所（６か月）として，仙台市二十人町通りに設立

　同　年７月１日 宮城県建築技能者養成所に改称

昭和23年４月１日 宮城県建築公共職業補導所に改称

昭和24年８月28日 仙台市北四番丁167番地に新築移転

昭和27年４月１日 木工科増設

　同　年６月13日 宮城県木材工芸公共職業補導所に改称

　同　年６月30日 仙台市原町小田原字中原上１番地に一部新築移転

昭和32年11月15日 定時制鋸目立科増設

昭和33年７月１日 宮城県木材工芸職業訓練所に改称

昭和34年３月31日 木工科廃止（宮城総訓に移管）

昭和35年９月１日 定時制鋸目立科を全日制に改める

昭和36年４月１日 鋸目立科を製材機械科に改称

昭和38年10月１日 塗装科（転職訓練）を増設

昭和39年６月30日 宮城県木材工芸職業訓練所廃止

（旧）仙台職業訓練所

昭和18年２月８日 傷痍軍人職業教育所（仙台市長町木場東１番地）に設立

昭和20年８月15日 終戦のため廃止

昭和21年10月29日 宮城県洋裁職業補導所として仙台市長町木場東１番地に設立

昭和23年４月１日 宮城県洋裁公共職業補導所に改称

昭和24年４月１日 宮城県通訳タイピスト公共職業補導所（昭和21年12月16日仙台市荒町86番地に

設立）を統合し，宮城県女子公共職業補導所に改称（洋裁，英文タイプ科）

昭和27年３月１日 洋服科増設

昭和28年３月31日 英文タイプ科廃止

　同　年４月１日 洋服科を男子服科に改称

経理事務科増設

昭和33年７月１日 宮城県女子職業訓練所に改称（洋裁科，男子服科，経理事務科）

昭和34年４月１日 男子服科を洋服科に改称

昭和35年12月１日 仙台市南小泉字南屋敷112番地に移転

昭和36年４月１日 宮城県理容職業訓練所（同上番地所在）を統合し，宮城県仙台職業訓練所に改称

（洋裁科，洋服科，経理事務科，理容科）

昭和37年４月１日 経理事務科を廃止し事務科を増設

昭和39年６月30日 宮城県仙台職業訓練所廃止
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訓 練 科 名 / 年 度

機 械 科

Ｎ Ｃ 機 械 科

精 密 機 械 加 工 科

機 械 エ ン ジ ニ ア 科

溶 接 科

溶 接 科 （ 定 時 制 ）

自 動 車 整 備 科

自 動 車 整 備 科 （ 定 時 制 ）

自 動 車 運 転 科

電 気 機 器 科

第 二 電 気 科

電 子 機 器 科

電 子 測 定 科

電 子 制 御 シ ス テ ム 科

電 工 科

第 一 電 気 科

電 気 工 事 科

電 気 設 備 科

電 気 科

配 管 科

設 備 工 事 科

製 材 機 械 科

製 材 機 械 整 備 科

建 築 製 図 科

建 築 科

建 築 設 備 施 工 科

測 量 技 術 科

測 量 科

左 官 科

エ ク ス テ リ ア 科

配 筋 科

鉄 筋 建 築 科

鉄 筋 科

塗 装 科

塗 装 施 工 科

建 築 塗 装 科

イ ン テ リ ア サ ー ビ ス 科

事 務 科

理 容 科

洋 服 科

洋 裁 科

フ ァ ッ シ ョ ン ビ ジ ネ ス 科

ミ シ ン 縫 製 科

縫 製 科

活 版 印 刷 科

印 刷 科

製 版 印 刷 科

印 刷 Ⅰ 科

製 版 印 刷 第 一 科

写 真 印 刷 科

製 版 印 刷 第 二 科

広 告 美 術 科

広 告 看 板 科

商 業 デ ザ イ ン 科

デ ザ イ ン 科

修 了 生 総 数

39
32

42
17

62
24

44
38

30
24

45
8

17
3
9
5
0
3
5
5
2

2
5

5
8
4

40
31

30
8

37
16

29
43

40
41

16
42

24
33

4
9

5
2

2
2

5
1
3

41
44

40
47

14
38

44
49

19
58

20
38

7
1

4
6

5
2
8

42
37

32
41

26
37

40
16

40
27

34
4
8

2
6

4
0
4

43
37

36
47

32
42

36
14

49
27
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　　＜施　設＞
仙台高等技術専門校
１ ㎡
２ ㎡

イ． 本館教室 ㎡
ロ． 体育館 ㎡
ハ． 実習場

１号館 ㎡ 自動車整備科
２号館 ㎡ 機械エンジニア科
３号館 ㎡ 設備工事科，広告看板科，電気科
４号館 ㎡ 塗装施工科，電子制御システム科，建築製図科
左官科 ㎡
造園科及び倉庫 ㎡

㎡ 実習家屋
５号館 ㎡ 旧寄宿舎

ニ． 附属建物
倉    庫 （２棟） ㎡
車    庫 （２棟） ㎡
ボイラー室 ㎡
温室 ㎡ 造園科用
危険物貯蔵庫 ㎡
その他２棟 ㎡

仙台人材開発センター
（１）　敷　　　地 ㎡
（２）　建　　　物 実習棟 ㎡ 研修棟 ㎡

J R 仙 石 線

至高砂駅
　バス停留所・福田町

　バス停留所・福田町

至小鶴新田駅

至仙台

15
1,050

282
157
105
33

旧インテリアサービス科

41

至松島・塩竃

37,460
13,207
3,372

983

1,207
958

2,598
2,634

288
102

仙台高等技術専門校・仙台人材開発センター校内配置図

66

1,567
920 118

敷 地
建 物

施　設　及　び　校　内　配　置　図

JR福田町駅 

国道45号線 
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	19 施設　校内配置図　
	20 裏表紙



